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１）はじめに
本 稿 で は、 オ ー ス ト ラ リ ア の 多 文 化 公 共 放 送 局 SBS（Special 
Broadcasting Service）を取り上げ、その担っている役割と抱えている課
題について考察する。オーストラリアには、1932年に12のラジオ局から発
足したABC（オーストラリア放送協会）という公共放送がすでに存在したが、
SBSはさらに非英語系移民（Non-English Speaking Background）を対象
とした第二の公共放送として1975年に設立された。
このABCとSBSは、例えば日本のNHKが総合テレビとEテレといった
複数のチャンネルを持っているのとは異なり、別の組織としてそれぞれの
法律と予算をもって運営されている。このような例は他国をみてもそう多
くはないといえるだろう。
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そこで本稿では、非常に簡単にではあるがSBSの役割やあり方をめぐ
る議論を検討することにより、SBSの課題を見出していきたい。
２）オーストラリアの放送制度
まず、オーストラリアの放送制度の概要を述べる。オーストラリアの地
上波テレビ放送は、日本と同様に公共放送と商業放送の二元体制である。
この体制は世界的に見てそれほど一般的ではない。欧米諸国を例に挙げれ
ば、アメリカは商業放送中心であり、一方でイギリスをはじめとするヨー
ロッパでは、90年代頃から民営化、多チャンネル化を経験し変化しつつあ
るものの、それまでは公共放送中心であった。現在でもヨーロッパでは公
共放送制度の在り方について議論と模索が行われており、アメリカに比べ
れば、公共放送の存在感は大きいといえよう。
オーストラリアの放送制度をもう少し具体的に述べると、ABC（オー
ストラリア放送協会）、本稿で取り上げる SBS の２局の公共放送と、
Seven Network, Nine Network, Network Tenの３局の商業放送が全国放
送を行っている。さらに衛星放送は、グローバルメディア企業のNews 
Corporation Australiaと通信会社のTelstraによるFoxtelが有料の直接
受信放送およびIPTVサービス（ビデオコンテンツ配信）を行っており、
Foxtelがケーブルテレビ事業を行っている。
またオーストラリア東部や中央部の人口の少ない地域や都市部の難視聴
地域のために、新しい無料衛星プラットフォームとしてVAST（Viewer 
Access Satellite Television）がすべての無料地上デジタル放送や各地域の
ローカルニュースチャンネル等の放送を行っている。1
1　以上の多くをNHK（2018）による
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３）SBSとは
３）−１　設立の背景
現在オーストラリアは多文化社会として知られているが、その歴史はそ
う長いものではない。第二次世界大戦前までオーストラリアはその移民政
策の方針として、白豪主義を採用していた。しかし戦後、1947年から開始
された大量移民計画により社会の民族構成が急速に多様化するに従い、白
豪主義を放棄し多文化主義政策をとるようになった。
「多文化主義」という言葉は、その意味は多様で地域ごとに非常に異な
る性格を持つ。オーストラリアの場合は、社会の急速な多文化化に伴い発
生するトラブルに対応するための福祉政策という意味合いが強い。この「多
文化」という言葉で表現された問題は、当時英語を話せない移民にどう対
応するかという「言語」の問題であった。そのため多文化主義政策は、非
英語系移民と呼ばれる人々を対象としていた。当初政府は、移民が英語を
習得すればよいと同化を志向していたが、非英語系移民の多い地域の教育
や医療の現場で緊張や不満が高まるにつれ、同化政策をあきらめざるを得
なくなっていき、行政等において、非英語言語のサービスが行われるよう
になっていった。SBSの設立もこのような文脈のなかにある。SBSが放送
サービスであることから、この点に関して可能なサービスの幅は広い。こ
れについては、後に詳述する。
３）−２　財源
公共放送の財源は、1974年に受信料制度が廃止されたため、ABC, SBS
ともに政府交付金である。しかしSBSは「1991年SBS法」により、スポ
ンサーシップと広告放送収入も認められている。
またSBSはラジオ・テレビ放送の他に、オンラインサービス（SBS On 
Demandでの番組配信）、通訳・翻訳サービス、番組の書籍・DVD化など
を行っており、それらの収入もあると考えられる。
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３）−３　SBSの行うサービス
まずSBSテレビは以下の６つの地上波チャンネルと１つの有料チャン
ネルによる放送を行っている。
　SBS, SBS HD：総合チャンネル（およびそのハイビジョン（HD）放送）。
　SBS VICELAND, SBS VICELAND HD：2016年設立。アメリカの若者
向けメディアVICEと提携した新しいチャンネル（およびそのハイビジョ
ン（HD）放送）。
　Food Network：2015年放送開始。世界の料理。
　NITV：オーストラリア先住民、アボリジニおよびトレス諸島民向けチャ
ンネル。
　World Movies：有料の映画専門チャンネル。
放送のジャンルは、ニュース、ドキュメンタリー、エンターテイメント、
ドラマ、料理、スポーツ、先住民向けとなっている。そしてSBS HP上の
Our Storyによると、SBSのサービスは、様々なジャンルにわたる放送に
よって、今日オーストラリア的（Australian）であることは何を意味する
のかについて国民的な対話を促進することを目的としている。そしてSBS
は、オーストラリアを母国（home）と呼ぶ多くのコミュニティ間の理解
を深めるために、様々な多文化的な背景を持つオーストラリア人を繋いで
いると述べている。これは、オーストラリアには多様な文化的背景を持つ
人々がいるため、世界の様々な文化を知ることは、自分とは文化的背景の
異なる隣人を理解することにつながる。そして多様なジャンルから世界を
知る、例えば世界の料理、世界の様々なスポーツ、国際ニュースなどを通
して世界を知ることによって、オーストラリア的なもの、オーストラリア
社会をオーストラリアの人々が理解することを目的としていると考えられる。
番組は、各ジャンルで世界中の制作者や配給会社から購入されたもの、
SBSの助成によってオーストラリア国内で制作されたものの両方がある。
ニュースは、SBSが様々な国内外のソースをもとに制作する番組と各国の
放送局制作のものがあり、日本語のニュースはNHKのニュースが放送さ
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れている。
さらに番組を言語で考えてみると、以下の三つに分類できる。
・一般の人々が視聴できる英語番組
・英語の字幕をつけた非英語番組
　　＊特定のコミュニティ（その番組の言語のコミュニティ）の必要を満
たす一方で、それ以外のより広い視聴者も視聴できる。
・特定のコミュニティの必要を直接満たす非英語番組
　＊他の視聴者にとっても興味深いものであり得る。
英語系番組と非英語系番組の割合は、約半数が非英語系番組であり、
SBSのネットワーク全体を通してバランスをとっている。具体的には、非
英語系言語を含む文化的、言語的に多様な番組を9000時間以上放送するこ
とがクォータとして定められている。2
ちなみに、オーストラリア統計局（ABS）によれば、2016年に出され
た調査で、オーストラリア人は４人に一人が外国生まれ（26％）で、その
出身国は約200か国、人々が家庭で話す言語は300以上あるといわれている。
次 に SBS ラ ジ オ は ８ つ の ラ ジ オ 局（SBS Radio1-4, SBS Arabic24 
｟PopAraby含む｠, SBS PopDesi, SBS Chill, SBS Pop Asia）による放送を
行っており、2018年現在、Radio1, Radio2およびオンラインで68の言語に
よるサービスを行っている。3
また現在SBSは翻訳チームを持っており、SBSの番組だけでなく、翻訳・
同時通訳などの業務を行う事業を行っている。　
SBSテレビは、ラジオ放送の５年後に開始されたが、当初からラジオに
ないサービスとして字幕を掲げている。ラジオは一つの言語でしか放送で
2　SBS HP https://www.sbs.com.au/　より
3　以上の多くをSBS HP https://www.sbs.com.au/ による
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きない。しかしテレビは字幕があれば、非英語系の番組をその言葉を母語
とする人々が楽しむと同時に、英語系の人々が字幕によって楽しむことが
できる。それによって各コミュニティのそれぞれの文化的な必要を満たす
ことができると同時に、英語系の人々が番組の視聴を通じてそれらの文化
に対する理解を深めることができると主張されてきた。ラジオと比較して、
テレビは個々の言語のコミュニティへのサービスのみならず、オーストラ
リア社会全体を視野に入れた多様なオーストラリアの人々の相互理解や、
文化的な豊かさを促進することが考えられている。
一方ラジオは、その在り方を見ると、個々の人々を対象としたサービス
を行っている。コミュニティの人口規模、その人々の英語力、そしてその
コミュニティの一世（new arrivals）の割合を考慮に入れて、どの言語の
放送をどのくらい行うか放送時間の割り当てが決められている。つまり、
民族や出身国というよりも、英語能力が乏しく他の英語言語による放送サー
ビスを享受しづらい人々言語が優先されているといえる。　
そしてジャンルはテレビのようなニュースやスポーツ、音楽などのエン
ターテイメントに加えて、雇用や健康、教育などの生活情報が提供されて
いる。また新しく移民してきた人々やコミュニティ向けに、毎週オースト
ラリアでの生活を始めるための定住に関する情報を、音声とデジタルパッ
ケージで提供している。
３）−４　SBSの役割
SBSの定められた役割については、「1991年SBS法」第２部６ SBS憲章
に見ることができる。憲章の全文は以下のとおりである。
SBS憲章4
１．SBSの主要な機能は、すべてのオーストラリア人に情報を伝え、教育
4　Special Broadcasting Service Act 1991より
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し、娯楽を与える多言語多文化ラジオ・テレビサービスを行うことで
ある。そしてそうすることによってオーストラリアの多文化社会の姿
を反映することである。
２．SBSは、その主要な機能を果たす際には、以下のことを行わなければ
ならない。
ａ　 エスニックコミュニティやアボリジニ及びトレス諸島民のコミュニ
ティを含むオーストラリアの多文化社会のコミュケーションニーズ
を満たすことに貢献する。
ｂ　 オーストラリア社会の継続的な発展への文化の多様性の貢献に対す
る認識を深めること。
ｃ　 オーストラリア国民の文化・言語・エスニックの多様性への理解と
受容を促進すること。
ｄ　 言語や他の文化的スキルの継続的な保持と発展に貢献すること。
ｅ　 実行可能である限り、オーストラリア人に対し彼らの好ましい言語
で情報を伝え、教育し、娯楽を与える。
ｆ　 オーストラリアの多様な創造的な資源を利用する。
ｇ　 オーストラリアのテレビ・ラジオサービスの総合的な多様性に貢献
し、特にオーストラリア放送協会とコミュニティ放送部門を考慮に
入れる。
ｈ　 オーストラリアのテレビ・ラジオサービスの領域の拡大に貢献し、
多くの視点を提示しそして表現の革新的な方法を用いることによっ
て、オーストラリア社会の変化する性質を反映する。　
　
SBSの実際のサービスと上記の憲章を比較検討すると、設立当初から
SBSに多くの期待が寄せられていたことがうかがえる。先述の通り、SBS
は戦後急速に多文化化したオーストラリア社会の中で、非英語系移民と呼
ばれる人々が、英語能力の欠如ゆえに不利益を被り社会への参加を阻害さ
れている現状に対する対応の一環として設立された側面を持つ。SBSが放
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送サービスであることから、この問題への潜在的な対応力は大きいといえ
よう。
教育機能に関して、ラジオなどによる個別的な対応では、成人教育の一
環として英語の習得の手段としての役割が期待された。さらに字幕付きの
非英語系番組は、非英語系の人々にとっての英語学習と英語系のオースト
ラリア人にとっての異文化理解を促進する。
また世界の多くの国や地域からの娯楽やスポーツ、ニュースなどを放送
することも、異なる文化を持つ様々な人々の相互理解を促進する。そして
教育機能のみならず多文化的である社会の在り方全体に理解を深めその受
容を促進させる。
この憲章から、全体的にSBSは、個々のエスニックな人々の必要を満
たすこととオーストラリア社会全体へ奉仕、言語などの具体的な形でのサー
ビスの提供と社会文化的な貢献といった、一見すると両立の難しい次元の
異なる使命をになっていると考えられる。
３）−５　SBSに対する評価
SBSはこれまで、その活動をどのように評価されてきたのだろうか。設
立以来SBSは非常に多くの批判にさらされてきた。
O’ReganとKolar-Panovは、SBSテレビは特定の人々を対象とした全国
規模の放送という矛盾を抱えていると述べている。つまり、特定の視聴者
向けの放送でありながら視聴者の最大化を望み、一方で特定の非常に限定
された視聴者に対してそのサービスを最大化させようとしてきたと指摘し
ている。
ちなみに、オーストラリア社会の民族構成は、大量移民計画やその後の
移民受け入れ過程により、一つ一つのエスニック集団の規模は小さく、そ
の種類が多いという構成になっている。そのため、オーストラリア社会の
あらゆる多様な文化をもつ人々の必要を満たすという使命を果たそうと、
特定の文化を取りあげる時には非常に少数の人々を対象とすることとなり、
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それ以外の人々が関心を持つのが難しいことから、その番組の視聴率は低
くなるという現象が起こりやすい。これまでのSBSについての他の論評
でも擁護する側と批判する側の双方から、その視聴率の低さに言及される
ことが多かった。しかし、一方で視聴率を上げようとすると、誰を対象と
しているのかという批判を浴びてしまう。Angらはこのことを、時にあ
まりにもエスニックであると批判され、時にはあまりにもエスニックでは
ないと批判されると表現している。SBSによると、現在SBSテレビは毎月
1300万人以上のオーストラリア人に視聴されており、オンラインサービス
は毎月700万人に閲覧されている（オーストラリア統計局によると、2018
年７月現在でオーストラリアの人口は約2497万人）。この低視聴率に対す
る一つの反論として、様々な少数の利用者が、いわば入れ替わり立ち替わ
りSBSを利用しており、一つの番組の視聴者は少なくともSBSを利用し
ている総数としては決して少なくないというものがあり、SBSの示す利用
者数はこの反論に一定の根拠を与えていると考えられえる。一つ一つの番
組の視聴率が低かったとしてもSBS全体の利用者数として考えていくと
いうのは、少数者の必要を満たしつつ社会全体のより多くの人々にサービ
スを行うという矛盾する使命を果たすための、一つのサービスの在り方で
あるといえるだろう。
次にFlewは、SBSはそもそも低予算の放送局であり、活動を維持する
ために連邦政府の予算の割り当てを獲得しようと努力してきた。そして
1990年代、2000年代にわたって広告放送（ABCには認められていない）
の導入やその他の事業などで資金を獲得しようとしてきた。しかし、その
ことがエスニックなものをはじめとする文化的な豊かさから、アメリカの
人気アニメ「サウスパーク」の放送に見られるようなポップなものへの迎
合に方針を転換したと批判されたと指摘する。広告媒体としての収入を目
指すのであれば、前述のSBS全体としての利用者数で考えるといったや
りかたでは問題は解決しない。そしてFlewは番組のコンテンツが放送よ
りもますますネット経由で利用されるようになり、オンラインサービスの
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需要が高まるにつれ、サービスの維持に経費がかさむことも指摘している。
この問題への対応として、Flewは自身も関わった研究の成果をいくつか
挙げている。SBSは現在番組に関しては、特にテレビは海外で制作された
番組を購入して放送するか、もしくはオーストラリア国内の制作者に助成
金を出してそこで制作されたものを放送している。しかしFlewは、BBC
やCNNなどの番組購入に依存するのではなく、つながりのあるエスニッ
クコミュニティや利用者の協力を得て番組化すること、その場合にはSBS
による内容の選別、フィルタリング、構成が重要になるとしている。
この資金の問題は、古く今後も続くであろう難しい問題である。
CunninghamとMeagherは互いの論文に言及しながら、SBSの存在意義に
ついて述べている。そこで双方が指摘しているのが、SBSへの予算配分の
政治性である。ABCもSBSも国営放送ではなく公共放送であるが、先述
のように1974年に受信料制度を廃止しているため、おもな財源は政府交付
金である。イギリスのBBCにも同様のことがみられるが、ABCが政権に
批判的な場合は減額されるなど、ABCの予算はその時の政府との関係の
良し悪しによって、増減されることがある。SBSの場合は文化政策との関
係や、移民や多文化主義への政権や社会の支持の程度などにより、予算の
増減がみられる。
そして多くの場合、二つの公共放送が存在するということ自体が無駄遣
いと考えられ、SBSはその予算を削減しようという圧力に頻繁にさらされ
てきた。実際に1983年に誕生したホーク労働党政権時には、SBSとABC
の合併案も浮上した。このホーク政権は前政権が残した財政赤字を解消す
るため、他の分野でも規制緩和、民営化の方針を取り、全体的に社会福祉
など政府の支出は削減される方向性にあった。この合併案は結局、エスニッ
ク集団などの反対にあい実現されることはなかったが、ここで行われた議
論は現在でも解決されていない問題を含んでいる。
この時の議論では、SBSが先述の一見矛盾する役割を十分果たせていな
いことが指摘され、さらにSBSにオーストラリア社会全体への責任があ
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るのであれば、ABCとの役割分担はどうするのかという、そもそも公共
放送が二つ存在することへの疑問が投げかけられた。これは現在も答えの
見いだせない大変大きな問題であるが、本稿ではこれに対して、公共放送
制度についての論考を参考に考えていきたい。
４）公共放送とは
山腰は、公共放送の形態や規模は国ごとに異なり、運営手法にも違いが
あるとしながらも、公共放送とは「『公共の利益』の実現のために設立さ
れたメディア」（p.4）であり、「公共の利益」については、第一に「社会
全体の普遍的な価値に関わるもの」つまり「社会を秩序化し、維持する上
で必要な情報、課題、価値観や目標を社会全体で共有させること」（p.5）
であるとしている。そして第二に「個別の価値に関わるもの」とくに「少
数派の価値観やアイデンティティへの配慮」であるとしている。そして一
見すると矛盾する公共の利益の実現のために、「政府およびあらゆる利益
集団から独立する形で多様かつ質の高い番組を制作し、そうした番組をあ
まねく伝達することが求められる」（p.5）と述べている。
山腰は、日本のNHKを念頭に置き、上記については広く公共放送制度
全般について述べている。おそらく一つの公共放送を念頭に置いた議論で、
一見すると矛盾する公共の利益の実現が、公共放送の目的とされている点
が興味深い。この議論から考えれば、SBSは一つの放送局としてテレビが
オーストラリア社会全体を視野に入れおもに文化的な役割を担い、個別の
少数者への対応としてはラジオが行うという形で、公共放送の目的を果た
している。ちなみにこのテレビとラジオの役割分担も、先述の合併案の議
論で明確化されたものである。さらにABCとSBSという二つの公共放送
が存在することについては、前者の社会全体への奉仕をABCが、個別の
少数派への対応をSBSが担当するという形で、公共放送の目的を果たし
ているといえる。　
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MeagherはSBSの存在意義を、ABCの行っていない多言語多文化的な
活動の独自性（unique）にあるとしている。オーストラリア社会全体を視
野に入れた役割であっても、ABCにはできない役割をSBSは担っている
のであり、公共放送を二つ持つということは、少なくとも理論上は矛盾の
ないことだと考えられる。
しかし一方で、大石はアレントに言及しながら、マス・メディアを「す
べての人が同一の事象にかかわる可能性を提供するもの」（p.62）であり、「メ
ディアはマス・メディアとして国家レベルにおいて情報の共有」という役
割を果たすものだとしている。大石はマス・メディア全般の公共性につい
ての議論をおこなっているが、公共放送である以上SBSにも必要とされ
ている。しかし先述のように、多様な人々を念頭に置いたサービスである
がゆえに、SBSは一つの番組に高い視聴率をとりにくく、大石の述べる公
共放送の役割を果たすことは難しい。先述のSBS全体として個々の番組
をそれぞれ別の視聴者が利用するという方法では、解決できない問題である。
大石の議論は、同一の番組を視聴して、視聴した人々がそれを共有する
ことによって生まれるものについてのものである。このことは、津田もイ
ギリスのBBCの文脈でアンダーソンのナショナリズムの議論（多数の人々
が同一の新聞を読むことによって国民全体を共同体として想像する力が生
まれるというもの）を例に説明している。SBSは社会における人々の相互
理解を目指してはいるが、この相互という言葉が意味するのは二者関係、
主に社会の多数派である英語系の人々と少数派の非英語系の人々の間の理
解のことだと考えられる。しかし、少数派の非英語系の人々といってもそ
の言語・文化は多様なものであり、少数者同士の相互理解、無数の組み合
わせの考えられるそれをどう促進するのか、それができなければ相互理解
の先に社会全体の連帯感を望むことは難しい。
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５）おわりに
以上のように、SBSが公共放送としての役割を果たしているかどうかに
ついては、特殊な使命を持ち、予算などの決して良好とはいえない環境の
中で、健闘しているといえるだろう。しかし、最後に述べた「共有」に関
する問題は、非常に重要な問題である。SBSの設立の契機となった非英語
系移民に対する福祉政策の目的は、言語的障壁により社会に参加できない
人々を包摂し、社会の分裂を防ぐことにあった。政策の目的のその先には、
社会の連帯感の醸成や統合があったのである。メディアの効果論以前に、
番組を視聴しない人々には影響力を発揮できないのは自明のことであり、
視聴率の低さに甘んじていてはSBSは一部の使命を果たすことはできない。
さらに別の議論ではあるが、これは広告媒体としてのSBSと考えた時
にもかかわってくる問題でもある。
オーストラリア社会全体で共有できるSBSのコンテンツをSBSの独自
性の中で作り上げることは、公共放送としてのSBSが今後克服しなけれ
ばならない課題であるだろう。
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